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　平成の御代も半年弱を残すばかりです。日頃見慣れている本誌は今年で 60巻を数えています。昭
和 34年（1959年）に創刊されて，還暦を迎えているわけです。読者の皆さんにはまだお生まれでな
い方も多いかもしれません。古希を迎えようとしている筆者は田舎で小学校に通学していました。
遠く，懐かしい故里の秋の空，風景が思い出されます。当時は日本経済の高度成長が始まろうとし
ていました。活気のあった時代かもしれませんが，貧しさもそこかしこにみえたように記憶してい
ます。現在の日本，経済はやや停滞気味で問題が山積しているのかもしれませんが，60年前の小学
生の生活感覚からいえば，恵まれた状況にあるように思えます。医学や皮膚科学，学問も診療も
日々に進歩しており，その点はおそらく当時もそうであったでしょうが，進歩の性格，スピードな
どはだいぶ違っているかもしれません。
　今年のノーベル医学・生理学賞に京都の本庶先生が輝かれました。ご承知のように免疫チェック
ポイント阻害薬（ニボルマブ，抗 PD-1抗体）の開発が評価されたとのことです。世界に先駆けて悪
性黒色腫に対して承認された薬剤で，その後肺癌など多くの悪性腫瘍に使われています。悪性黒色
腫の臨床試験に携わり，また新薬承認申請にあたっては日本皮膚悪性腫瘍学会として厚生労働大臣
宛てに要望書を提出したことも記憶に残っています。ノーベル賞の委員会は最近臨床的意義の高い
研究を評価する機運にあるようで，臨床で仕事をする多くの人にも励みになるのではないでしょう
か。昨今，日本発の科学，医学関連の論文数や引用数が全体として低下傾向にあり，また若い人の
武者修行，海外等への研究渡航も停滞気味と報道されています。将来のノーベル賞，それはさてお
いても日本の科学や医学研究がさらに活発化するよう，行政の研究活動支援の方向性を含めて議論
が高まることを期待しています。
　大学を定年退職して 5年半，町医者稼業が身につく一方，勉強不足の感は否めません。身近な情
報をできるだけ探索，吸収するだけでも継続しなければと自戒する今日この頃です。さていつもの
ことながら本誌読者の皆さまが暮れにかけて，そして来年も活躍されますよう，そして「皮膚科の
臨床」が皮膚科診療等に携わる皆さまに役立つ雑誌としてさらに成長，発展するように祈念して長
年に亘りました編集後記を擱筆したいと存じます。読者，投稿の皆様に深謝致します。
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